
　

日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
発
表
し

よ
う
と
、
２
月
１
日
、
日
野
高
校

（
小
谷
章
公
校
長
）
の
第
１
回
定

期
演
奏
会
が
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
高
校
の
一
年
生

全
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
る
な
ど
、

会
場
は
訪
れ
た
人
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　

演
奏
会
は
４
部
で
構
成
さ
れ
、

音
楽
系
列
の
生
徒
ら
約　

人
が
出

60

演
。
ま
た
、
米
子
混
声
合
唱
団
、

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
お
し
ど
り
た

ち
、
米
子
南
高
合
唱
部
、
日
野
中

学
校
吹
奏
楽
部
ら
も
参
加
し
、
華

を
添
え
ま
し
た
。

　

１
部
は
合
唱
で
「
の
ば
ら
」「
い

つ
も
何
度
で
も
」
な
ど
透
き
通
っ

た
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

２
部
は
、
ピ
ア
ノ
や
バ
イ
オ
リ

ン
な
ど
の
ソ
ロ
演
奏
、
３
部
は
弦

楽
合
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
４
部
で
は
、
出
演
者
全

員
で
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
を
合
唱
。
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
、
会
場
全
体

を
包
み
込
み
、
訪
れ
た
人
々
の
心

を
感
動
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
、
音
楽
教
養
コ
ー

ス
（
音
楽
を
専
門
に
学
習
）
の
生

徒
に
よ
り
根
雨
高
等
学
校
定
期
演

奏
会
と
し
て
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
４
月
、
学
校
再
編
に
よ

り
音
楽
教
養
コ
ー
ス
は
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
総
合
学
科
の
音
楽
系

列
を
選
択
し
て
い
る
生
徒
た
ち
が
、

演
奏
会
を
引
き
継
ぎ
「
日
野
高
校

定
期
演
奏
会
」
と
し
て
、
新
た
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

音
楽
系
列
は
、
音
楽
に
関
す
る

基
礎
・
基
本
的
な
知
識
や
技
術
を

実
践
・
体
験
的
に
学
習
し
、
豊
か

な
感
性
、
鑑
賞
能
力
な
ど
を
育
て

る
総
合
学
科
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

将
来
の
地
域
文
化
活
動
の
担
い

手
と
な
る
人
材
育
成
を
目
指
し
、

合
奏
や
合
唱
、
器
楽
な
ど
の
科
目

が
あ
り
ま
す
。

　

ピ
ア
ノ
や
バ
イ
オ
リ
ン
、
声
楽

な
ど
自
分
で
選
択
し
た
各
専
門
に

分
か
れ
て
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

ま
す
。
ま
た
、
年
数
回
、
大
学
教

授
を
招
く
集
中
講
義
も
あ
り
ま
す
。

専
用
の
練
習
室
も
８
室
完
備
さ
れ

て
お
り
、
す
ば
ら
し
い
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
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出演者全員で「ハレルヤ」を合唱。総勢 110 人の歌声が会場を包み込む

        　
　

日
野
高
校
と
し
て
初
め
て
の
定
期
演
奏
会

ソロ演奏の美しい音色に会場はうっとり

１部の合唱で澄み切った歌声を披露

 
音
楽
系
列
と
は

息の合った弦楽合奏


